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町をつな
ぐ情報誌

はじける笑顔と火伏の水
愛宕神社例大祭

第90回塙流灯花火大会を開催します

伊香おすわさま

 ３年に⼀度の愛宕神社例⼤祭が、７⽉７⽇（⽇）
に⼤字塙区内で⾏われ、消防団員が担ぐ御神輿には、
区内安全と⽕伏を願う⼤量の⽔がかけられました。
（関連２ページ・３ページ）



御神輿には区内各所で大量の水がかけられ火伏を祈願しました 各区で安全祈願祭が行われました

古式ゆかしい神輿渡御行列

祭りを盛り上げる祭ばやし保存会 消防団による五色放水

晴れやかな表情を見せる若衆

「それー！」僕たちも頑張ったよ 大量の水しぶき

愛宕神社例大祭

区内安全と
火伏を祈願

　３年に一度の愛宕神社例大祭が、７月７日（日）に大

字塙区内で行われました。七宮広樹宮司によるお祓いが

行われた後、御神輿渡御行列が愛宕神社を出発。大字塙

の各区を練り歩き、御仮屋で区内安全を祈願しました。

祭りには、無火災の願いも込められており、消防団員が

担ぐ御神輿には、消防自動車や地域住民から多くの水が

かけられました。桜木橋では、塙祭ばやし保存会の和太

鼓や篠笛の演奏に合わせ、祭り最大の見せ場である「五

色放水」が行われ、全身ずぶ濡れになりながらも、懸命

に御神輿を担ぐ若衆に盛大な拍手が送られていました。



　

塙
の
夏
の
風
物
詩
、
第
90
回
塙
流
灯
花
火

大
会
が
、
８
月
15
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
川
上
川
で
は
大
型
灯
籠
を
は
じ
め
、
中

小
型
の
灯
籠
が
次
々
と
流
さ
れ
、
夜
空
に
は

大
輪
の
花
火
が
打
ち
上
が
り
、
空
と
川
面
を

色
鮮
や
か
に
照
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
商
店
街
通
り
に
は
多
く
の
露
店

が
並
び
、
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
や
「
踊
り
流
し
」
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
流
灯
花
火
大
会
協
賛
会
事
務
局

　

（
塙
町
商
工
会
内
）

　

☎
（
４
３
）
０
３
７
１

　

90
回
目
を
迎
え
る
塙
流
灯
花
火
大
会
で
、

以
前
流
さ
れ
て
い
た
「
木
の
灯
篭
」
が
復
活

し
ま
す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
宣
言
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
木
育
事
業
を
進
め
て
い
る
町
は
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
し
、
木
や
森

林
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
塙
小
学
校
と

笹
原
小
学
校
の
６
年
生
（
合
計
72
人
）
に
作

製
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
作
製
に
は
、
塙
町

木
工
組
合
と
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

指
導
に
当
た
り
、
笹
原
小
学
校
で
７
月
５
日

（
金
）、
塙
小
学
校
で
７
月
９
日
（
火
）
に
木

の
灯
篭
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
地
元
産
の
杉
を
使
っ
た
木
の
枠
に
色

紙
を
貼
り
、
将
来
の
夢
や
好
き
な
言
葉
、
絵

な
ど
を
描
き
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

木
の
灯
篭
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
灯
篭

は
、
８
月
12
日
（
月
）
ま
で
公
共
施
設
（
役

場
・
塙
町
公
民
館
・
道
の
駅
は
な
わ
・
湯
遊

ラ
ン
ド
は
な
わ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）

で
展
示
さ
れ
、
８
月
15
日
（
木
）
の
第
90
回

塙
流
灯
花
火
大
会
で
川
上
川
か
ら
流
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
児
童
ら
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
当

日
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆流灯大会（川上川／午後７時から）

◆施餓鬼供養（桜木橋周辺／午後７時から）

◆花火大会（午後７時２０分から）

◆露店販売（本町・栄町地内／午後２時から）

◆よさこい踊り（白河信用金庫駐車場／午後４時から）

◆花火と音楽のコラボ祭典（旧かつた駐車場／午後７時から）

◆踊り流し（午後８時から）

◆商工会青年部イベント（午後２時から）

　大ビンゴ大会（午後２時からカード販売開始）・90 回記念

　イベント「テレビゲーム大会（小学生までが対象）」・塙祭

　ばやし鼓若太鼓演奏　など

主なイベント

■
90
回
目
と
な
る
名
物
イ
ベ
ン
ト

令和元年８⽉１５⽇（⽊）令令和和元年８⽉１５⽇（⽊

第 90 回

塙流灯花⽕⼤会

株
式
会
社
塙
町
振
興
公
社
営
業
報
告

経
営
状
況
改
善
に
向
け

さ
ら
な
る
営
業
努
⼒
を
図
る

　

株
式
会
社
塙
町
振
興
公
社
の
第
22
期

（
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
）
営
業
報
告
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
・
お
食
事
処
「
天

領
」
の
総
売
上
額
は
２
億
６
８
６
７
万

１
千
円
で
、
前
年
度
比
で
１
５
８
４
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

ま
た
、
純
利
益
額
は
「
環
境
改
善
補
助

金
」、「
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
風
評
被

害
に
よ
る
減
収
補
填
事
業
補
助
金
」
お

よ
び
東
京
電
力
か
ら
の
損
害
賠
償
金
を

含
み
３
３
２
万
４
千
円
で
、
前
年
度
比

90
万
７
千
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

（
表
２
参
照
）。

　

関
東
圏
か
ら
の
顧
客
の
利
用
低
迷
が

続
く
中
、
多
目
的
交
流
施
設
の
設
備
不

良
に
と
も
な
う
長
期
休
館
も
あ
り
、
宿

泊
部
門
の
営
業
収
益
が
減
収
し
ま
し
た
。

営
業
支
出
で
は
、
従
業
員
全
員
で
光
熱

水
費
削
減
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
経
費

削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
さ
ら
な

る
営
業
努
力
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

表１ 売 　上 （単位：千円・税抜）

部　　門 平成30年度 平成29年度 前年度比

湯遊ランドはなわ 233,062 249,976 ▲ 16,914

お食事処「天領」 35,609 34,535 1,074

合　計 268,671 284,511 ▲ 15,840

表２ 利 　益（損失） （単位：千円・税抜）

部　　門 平成30年度 平成29年度 前年度比

営 業 利 益 ▲ 46,297 ▲ 43,760 ▲ 2,537

経 常 利 益 ▲ 3,519 ▲ 7,032 3,513

当期純利益 3,324 4,231 ▲ 907

　

町
は
、
子
育
て
世

帯
や
移
住
・
定
住
者

の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取

得
を
支
援
す
る
た
め

に
、
独
立
行
政
法
人

住
宅
金
融
支
援
機
構

と
の
相
互
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
町
と
同
機

構
と
の
締
結
式
が
、

７
月
22
日
（
月
）
に
、

塙
町
防
災
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
が
実
施
す
る

「
塙
町
分
譲
地
住
宅

取
得
補
助
金
」
ま
た

は
「
塙
町
住
宅
取
得

支
援
事
業
補
助
金
」

を
申
請
し
、
８
月

１
日
以
降
に
、
同
機

構
が
実
施
し
て
い
る

「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
子
育
て
支
援

型
・
地
域
活
性
化
型
」
を
利
用

し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
築
す
る

方
な
ど
が
対
象
。
借
入
金
利
を

当
初
５
年
間
、
年
０
・
２
５
％

引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
町
か
ら

の
財
政
支
援
と
合
わ
せ
て
、
子

育
て
世
帯
や
県
外
か
ら
町
へ
の

移
住
・
定
住
者
を
応
援
し
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
宮
田
町
長
が

「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る
方
た

ち
へ
の
大
き
な
支
援
と
な
る
」、

清
水
俊
夫
同
機
構
東
北
支
店
長

が
「
町
の
２
つ
の
補
助
金
と
金

利
引
き
下
げ
を
同
時
に
行
う
こ

と
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
や
移

住
・
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

町
の
２
つ
の
補
助
金
制
度
や

金
利
優
遇
制
度
の
詳
し
い
要

件
、
申
請
、
手
続
き
方
法
な
ど

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
は
さ
く
ら
タ
ウ

ン
末
広
を
分
譲
中
で
す
。
全
22

区
画
中
16
区
画
が
契
約
済
み
と

な
り
、残
り
は
６
区
画
で
す（
７

月
23
日
現
在
）。
春
に
は
、
久

慈
川
堤
防
の
桜
並
木
を
望
み
、

大
型
ス
ー
パ
ー
や
塙
厚
生
病
院

な
ど
生
活
に
便
利
な
立
地
条
件

で
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
整
備
課
　

ま
ち
管
理
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
７

町と住宅金融支援機構が協定締結 金利 0.25％引き下げ

⼦育て世帯や移住・定住者を⽀援

締結式で協定書に署名し、握手を交わす清水俊
夫住宅金融支援機構東北支店長と宮田町長㊧

■
復
活
し
ま
す
「
木
の
灯
篭
」

完成までもう少し。木工組合の職人さんと
力を合わせて頑張りました（笹原）

自分だけのオリジナルの灯篭が完成 (塙 )。当日が楽しみですね

灯篭に夢や好きな言葉、絵などを描きま
した（笹原）
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ど
ん
よ
り
と
し
た
天
気
が
続
い
た

７
月
。
竹
に
短
冊
と
一
緒
に
て
る
て

る
坊
主
も
吊
る
し
た
く
な
る
よ
う
な

お
天
気
が
続
き
ま
し
た
。
七
夕
に
竹

を
飾
り
、
願
い
ご
と
を
書
い
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

月
は
、町
の
竹
を
農
業
に
利
活
用
し
、

町
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
る
「
竹
パ
ウ
ダ
ー
農
法
」
に
携
わ

る
方
々
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
と
な
る
竹
を

伐
採
す
る
作
業
を
さ
れ
て
い
る
お
二

人
。
機
械
で
パ
ウ
ダ
ー
状
に
す
る
作

業
ま
で
行
う
こ
と
も
あ
る
竹
パ
ウ

ダ
ー
づ
く
り
の
専
門
家
で
す
。

　

上
石
井
の
竹
伐
採
の
現
場
。
下
草

が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
た
と
こ
ろ

に
す
っ
と
立
つ
竹
。
上
妻
さ
ん
が
、

そ
れ
を
右
に
左
に
次
々
と
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
切
り
倒
し
て
い
き
ま
す
。「
こ

こ
は
平
ら
で
本
当
に
楽
。
崖
や
斜
面

な
ど
、
足
場
が
悪
い
と
こ
ろ
は
大
変

で
、
電
線
や
家
屋
の
近
く
は
、
倒
す

と
き
に
気
を
遣
い
ま
す
」。
鈴
木
さ

ん
は
、
少
し
離
れ
た
場
所
の
し
の
や

ぶ
を
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
竹

を
切
る
だ
け
な
ら
い
い
の
だ
け
ど
、

や
ぶ
を
刈
っ
た
り
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
に

使
え
な
い
、
若
い
竹
な
ど
を
現
場
で

チ
ッ
プ
に
し
た
り
す
る
の
が
と
て
も

手
間
が
か
か
り
ま
す
」。
こ
の
お
仕

事
を
続
け
て
10
年
近
く
に
な
る
上
妻

さ
ん
。
今
ま
で
行
っ
た
町
の
竹
伐
採

の
現
場
は
、
百
カ
所
を
超
え
て
い
る

そ
う
で
す
。「
現
場
が
自
分
の
手
で

き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
醍
醐

味
か
な
。
２
、
３
年
も
す
る
と
元
通

り
に
な
っ
て
い
て
が
っ
か
り
す
る
こ

と
も
あ
る
け
ど
ね
！
」。

　

６
年
目
に
な
る
鈴
木
さ
ん
は
、
常

に
安
全
面
に
気
を
配
る
そ
う
で
す
。

「
慣
れ
な
い
う
ち
は
ケ
ガ
ば
か
り
で

大
変
だ
っ
た
よ
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

使
い
方
や
、
竹
に
絡
ん
で
危
険
な
藤

蔓
な
ど
、
今
で
も
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
す
」。
お
二
人
が
苦
労
し
て
伐

採
し
た
竹
は
、
板
庭
の
作
業
場
で
、

植
繊
機
と
い
う
専
用
の
機
械
で
竹
パ

ウ
ダ
ー
に
な
り
ま
す
。
圧
力
の
加
減

で
、
硬
い
竹
の
繊
維
を
分
解
す
る
工

程
も
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
町
の
農
家
さ
ん
や
、
竹
の
利
活
用

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」
と
話
す
上
妻
さ
ん
の
言
葉
に
、

鈴
木
さ
ん
も
大
き
く
う
な
ず
い
て
い

ま
し
た
。

　

農
業
に
携
わ
っ
て
半
世
紀
。
竹
パ

ウ
ダ
ー
農
法
で
の
野
菜
作
り
は
、
４

年
目
と
い
う
生
方
さ
ん
の
圃
場
を
訪

問
し
ま
し
た
。「
今
年
は
こ
ん
な
天

気
続
き
で
、成
長
に
ム
ラ
が
あ
る
ね
。

み
ん
な
困
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
。そ
れ
で
も
お
い
し
そ
う
に
実
っ

て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
。
ど
れ
も
竹
パ
ウ
ダ
ー

を
使
う
と
甘
み
が
出
て
、
食
感
も
柔

ら
か
く
な
る
そ
う
で
す
。「
役
場
で

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
話
を
聞
い
て
、
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。
昔
は
竹
細
工
な
ど
あ
っ
た
け

ど
、
今
は
利
用
す
る
機
会
が
減
っ
た

竹
を
、
畑
で
有
効
活
用
で
き
る
の
は

い
い
こ
と
だ
よ
ね
」。
も
う
す
ぐ
80

歳
を
迎
え
る
生
方
さ
ん
。「
竹
パ
ウ

ダ
ー
を
使
う
と
、
野
菜
が
本
当
に
お

い
し
く
な
る
か
ら
、
や
っ
て
み
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
使
い
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、

優
し
い
笑
み
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
　

私
た
ち
も
竹
パ
ウ
ダ
ー
農
法
で

ダ
リ
ア
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
ダ

リ
ア
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
竹
パ
ウ

ダ
ー
に
も
、
さ
ら
に
愛
着
を
抱
い
た

取
材
で
し
た
。

　
　
　
　

（
記
・
川
村
）

おこ しこ し
協力隊体験記協力隊体験記

地
域

Kawamura × Arimura × HaraKawamura × Arimura × Hara

伐採した竹を植繊機という専用の機械
でパウダー状に。圧力をしっかりかける
ことが大切と語る上妻さん

Kawamura × Arimura × Haraこ し
協力隊体験記

【写真㊨】竹伐採の作業風景
【写真㊦】竹パウダーづくりの専
門家の上妻さん㊨と鈴木さん㊧

　

塙
町
で
は
、
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
10

月
31
日
（
木
）
ま
で
、「
は
な
わ
の
ダ
リ

ア
祭
り
」
を
開
催
し
、
期
間
中
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
は
な
わ
の
ダ

リ
ア
を
見
て
、
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
に
つ
い

て
は
、
塙
町
観
光
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
ダ
リ
ア
園

■
期
　
　

間
　

10
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
開
園
時
間
　

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時

■
入

園

料
　

高
校
生
以
上
　

３
５
０
円

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
　

無
料

◆
フ
ェ
ル
ト
で
ダ
リ
ア
（
10
人
）

■
日
　

時
　

８
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

■
場
　

所
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

■
参
加
費
　

千
円

◆
ダ
リ
ア
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
15
人
程
度
）

　

ダ
リ
ア
の
栽
培
や
品
種
、
管
理
法
に
つ

い
て
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
日
　

時
　

９
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
　

所
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

　
　
　
　
　

ダ
リ
ア
園
内

◆
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

「
は
な
わ
の
ダ
リ
ア
」
コ
ン
テ
ス
ト

　

ダ
リ
ア
を
撮
影
し
た
写
真
を
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
「
＃
は
な
わ
の
ダ
リ
ア
」
ま
た
は

「
＃D

a
h

lia

」
を
付
け
て
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
作
品
は
、
道
の
駅
は
な
わ
で

展
示
し
ま
す
。

■
期
　

間
　

10
月
14
日
（
月
）
ま
で

■
点
　

数
　

１
ア
カ
ウ
ン
ト
10
点
ま
で

※
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
観
光
協
会

　

☎
（
４
３
）
３
４
０
０

は
な
わ
の
ダ
リ
ア
祭
り
開
催
中

　令和元年６月と７月に、塙町防災セ

ンターで執行された主な入札結果をお

知らせします。

　塙浄化センター整備基本設計業務委託

　種　　別　新設工事

　予定価格（税込）10,465,200 円

　落 札 額（税込） 8,900,000 円

　落 札 者

　パシフィックコンサルタンツ㈱

　福島事務所　所長　丹　収一

　消防ポンプ自動車（CD-I型）1台購入

　種　　別　物品購入

　予定価格（税込）21,582,000 円

　落 札 額（税込）21,340,000 円

　落 札 者

　日本機械工業㈱仙台営業所

　所長　高澤　浩史

　道路舗装補修工事

　（常世北野字塩沢地内）

　種　　別　舗装工事

　予定価格（税込）34,320,000 円

　落 札 額（税込）33,880,000 円

　落 札 者

　深谷建設㈱

　代表取締役　深谷　佳孝

　町道北野松岡線改良 地質調査

　業務委託（上渋井・大字塙地内）

　種　　別　業務委託

　予定価格（税込）5,582,500 円

　落 札 額（税込）5,280,000 円

　落 札 者

　日栄地質測量設計㈱郡山支店

　取締役支店長　蛭田　浩仙

　町道北野松岡線改良 測量実施設計

　業務委託（上渋井・大字塙地内）

　種　　別　業務委託

　予定価格（税込）18,333,700 円

　落 札 額（税込）17,380,000 円

　落 札 者

　日栄地質測量設計㈱郡山支店

　取締役支店長　蛭田　浩仙

　町営住宅耐震診断業務委託

　（北原住宅外）

　種　　別　委託

　予定価格（税込）9,945,100 円

　落 札 額（税込）9,240,000 円

　落 札 者

　㈲タック構造設計

　代表取締役　高桑　正晴

入札結果をお知らせします

　７月 21 日（日）、第 25 回参

議院議員通常選挙が執行され、

即日投開票されました。塙町の

投票率、投票結果は左記のとお

りです。

令和元年７⽉２１⽇執⾏
第 25 回参議院議員通常選挙結果

■投票率

選挙区分 投票率

福島県選出議員選挙 63.37%

比例代表選出議員選挙 63.37%

■選挙区開票結果

候補者氏名（所属政党名） 得票数

森　まさこ（自由民主党） 2,790

水野さちこ（無所属） 1,731

田山　雅仁（NHK から国民を守る会） 132

■比例代表開票結果

政党等の名称 得票総数

日本共産党 208.000

自由民主党 2122.358

オリーブの木 16.000

社会民主党 156.000

公明党 471.122 

国民民主党 511.928

日本維新の会 147.000

幸福実現党 14.000

立憲民主党 550.000

労働の開放をめざす労働者党 4.000 

NHK から国民を守る党 61.000

安楽死制度を考える会 6.000

れいわ新選組 126.551

※得票総数は政党等と名簿登録者の合計です 開票作業をする職員

●
上
妻
章
⼀
さ
ん
︵
⻄
河
内
︶

●
鈴
⽊
⼀
男
さ
ん
︵
⻄
河
内
︶

●
⽣
⽅
秀
夫
さ
ん
︵
上
⽯
井
︶

 ⾃然の⼒を活かした⽵パウダー農法
は、町外の⼈たちからも注⽬を集めてい
ます。⻑⾬がやんだ⽇、バスに揺られて
やってきたのは、⽵パウダー農業体験ツ
アーでお越しになった「江⼾川区⻄⼀之
江原町会」御⼀⾏さま。
 農法の説明が始まり、畑で使っている
⽵パウダーが⼊ったカゴを持たされる
と、実物を⾒たいお客さんたちであっと
いう間に私の周りは⼈だかりに！⼝々に
質問されて終始アタフタ。だけど、お⼟
産のダリアを⼿に帰っていく皆さんの笑
顔に、ちょっとこの町にいることが誇ら
しくなったのでした。    （記・原）

地域おこし協⼒隊トピックス
（塙町の⼀員として誇らしさを実感）

竹パウダーを使うと野菜に甘みが出て食
感も柔らかくなる。やってみてよかった
と語る生方さん

ツ
ア
ー
参
加
者
に
竹
パ
ウ
ダ
ー

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
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◆
い
つ
ま
で
も
幸
せ
に
健
や
か
に

　

過
ご
す
た
め
の
12
か
条

①
食
生
活

　

い
ろ
い
ろ
食
べ
て
、
痩
せ
と
〈
栄
養
不

　

足
〉
を
防
ご
う
！

②
お
口
の
健
康

　

口
の
健
康
を
守
り
〈
か
む
力
〉
を
維
持

　

し
よ
う
！

③
体
力
・
身
体
活
動

　

筋
力
＋
歩
行
力
で
〈
生
活
体
力
〉を
キ
ー

　

プ
し
よ
う
！

④
社
会
参
加

　

〈
外
出
・
交
流
・
活
動
〉
で
、
人
や
ま

　

ち
と
つ
な
が
ろ
う
！

⑤
こ
こ
ろ
（
心
理
）

　

め
ざ
そ
う
〈
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
〉。

　

百
寿
者
の
心
に
学
ぼ
う
！

⑥
事
故
予
防

　

年
を
重
ね
る
ほ
ど
増
え
る
〈
家
庭
内
事

　

故
〉
を
防
ご
う
！

⑦
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

　

正
し
い
〈
利
用
の
目
安
〉
を
知
ろ
う
！

⑧
地
域
力

　

広
げ
よ
う
地
域
の
輪
。〈
地
域
力
〉
で

　

み
ん
な
元
気
に
！

⑨
フ
レ
イ
ル

　

「
栄
養
・
体
力
・
社
会
参
加
」
の
３
本

　

の
矢
で
〈
フ
レ
イ
ル
〉
を
防
ご
う
！

⑩
認
知
症

　

よ
く
食
べ
、
よ
く
歩
き
、
よ
く
し
ゃ
べ

　

り
〈
認
知
症
〉
を
防
ご
う
！

⑪
生
活
習
慣
病

　

〈
高
齢
期
の
持
病
〉
を
適
切
に
コ
ン
ト

　

ロ
ー
ル
す
る
知
識
を
持
と
う
！

⑫
介
護
・
終
末
期

　

〈
事
前
の
備
え
〉
で
、
最
期
ま
で
自
分

　

ら
し
く
暮
ら
そ
う
！

◆
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
活
用
を

　

い
か
が
で
し
た
か
。
普
段
の
生
活
と
見

比
べ
て
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
み
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
食
生
活
は
栄
養
不
足
や
体
力
に
も

か
か
わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
今
月
の
広

報
紙
に
、付
録
と
し
て「
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
主
食
・
主
菜
・

副
菜
な
ど
が
一
目
で
分
か
り
、
普
段
の
食

事
に
使
え
る
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分

の
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　「平和ってなに？」「山よりたかい

の？」「海よりふかいの？」「遠くに

あるの？」「近くにあるの？」。あな

たは、平和を探したいですか？ 平

和ってどんなことですか？ この時

期にぜひとも読んでみたい絵本で

す。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

愛
と
平
和
の
本

８月の
テーマ

「平和って、
　どんなこと？」

ｳｫｰﾚｽ･ｴﾄ ﾜ゙ｰｽﾞ／作

おび ただす／訳

（六耀社）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「“今”からできる！ 日常防災」
永田 宏和／監修

（池田書店）

　日本は災害大国です。地震、豪雨、台
風などの災害は、備え次第で小さくする
ことができます。日常のちょっとした工
夫と変化で、あなたとあなたの家族の命
が守られます。今からできる解決法が掲
載されています。

健康長寿を目指しましょう
健康推進だより ㊾

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ ５⽇（⽉）、１３⽇（⽕）、１９⽇（⽉）、２６⽇（⽉）
      ※８⽉１２⽇（⽉）・⼭の⽇は開館します。

【図書館の開館・休館情報（８⽉）】

　

今
年
も
、
９
月
９
日
（
月
）
か
ら
町

の
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程

や
会
場
な
ど
は
、
後
日
回
覧
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
や
体
の

チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
康
長
寿
の
た

め
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
大
切
で
す
。「
健
康
長
寿
の
た
め

の
12
か
条
」
で
普
段
の
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。  

塙
⼯
業
⾼
校
で
は
、
昨
年
度
ま
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
持

ち
込
み
を
禁
⽌
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、⽣
徒
ら
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

登
下
校
時
の
安
全
や
緊
急
時
の
連
絡

⼿
段
の
確
保
の
た
め
、
校
舎
内
で
の

使
⽤
は
禁
⽌
と
し
、
情
報
モ
ラ
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
を
条
件
に
持
ち

込
み
を
許
可
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
６
⽉
27
⽇
︵
⽊
︶
か

ら
７
⽉
２
⽇
︵
⽕
︶
の
間
、
⽣
徒
会

を
中
⼼
に
、
情
報
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
、
全
校
⽣
徒
へ
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
⼿
作
り
の

ポ
ス
タ
ー
を
準
備
し
、
主
体
的
に
⽣

徒
間
で
マ
ナ
ー
向
上
を
訴
え
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

 

７
⽉
２
⽇︵
⽕
︶と
４
⽇︵
⽊
︶に
、

連
携
型
中
⾼
⼀
貫
教
育
事
業
の
⼀
環

と
し
て
、
⽣
徒
会
・
規
律
委
員
会
の

⽣
徒
を
中
⼼
に
、
塙
中
学
校
⽣
と
合

同
で
磐
城
塙
駅
周
辺
の
清
掃
を
⾏
う

﹁
ラ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
に
参
加
し
ま
し
た
。
塙
町
の
美

し
い
町
・
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、

安
全
な
⽣
活
環
境
を
守
る
た
め
の
美

化
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
⽣
徒

も
地
域
の
⼀
員
と
し
て
の
強
い
⾃
覚

が
芽
⽣
え
、
環
境
美
化
意
識
の
⾼
揚

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
⽣
徒

ら
も
、
清
掃
や
除
草
作
業
に
⼀
⽣
懸

命
取
り
組
み
、
充
実
感
と
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

７
⽉
４
⽇
︵
⽊
︶
に
、
電
⼦
科
３

年
⽣
を
対
象
と
し
た
地
域
の
技
術
者

に
よ
る
職
業
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
に
、
福
島
⽇
東
シ
ン
コ
ー

株
式
会
社
の
想
⽥
靖
男
さ
ん
を
お
迎

え
し
﹁
企
業
が
求
め
る
⼈
材
﹂
に
つ

い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⽣
徒
ら
は
、
進
路
実
現
に
向
け
て
、

真
剣
に
聞
き
⼊
っ
て
い
ま
し
た
。
技

術
的
な
内
容
ば
か
り
で
な
く
、
企
業

の
組
織
的
仕
組
み
や
役
割
に
つ
い
て

の
説
明
や
、
⽣
徒
か
ら
の
質
問
に
も

分
か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 

７
⽉
12
⽇
︵
⾦
︶
に
は
、
全
校
⽣

徒
を
対
象
に
﹁
性
の
講
話
﹂
を
実
施

し
ま
し
た
。
講
師
に
元
塙
厚
⽣
病
院

助
産
師
の
⽣
⽅
恵
⼦
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
⼼
⾝
の
発
育
・
発
達
の
変
化
な

ど
、
⼈
間
の
性
の
成
熟
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
科
学
的
・

総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
⾃
他

の
性
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
⼈
間
と
し
て
、
よ

り
適
切
な
⾏
動
を
選
択
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

 

７
⽉
16
⽇︵
⽕
︶、17
⽇︵
⽔
︶に
は
、

３
年
⽣
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
が

⾏
わ
れ
ま
し
た
。
棚
倉
消
防
署
塙
分

署
の
⽅
か
ら
、
事
故
と
応
急
処
置
お

よ
び
救
急
体
制
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.16

からの

挑戦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
⽤

マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
に
呼
び
か
け

駅
前
の
美
化
活
動
に
参
加

外
部
講
師
に
学
ぶ

マナーやモラルを訴える生徒ら

駅前の美化活動に参加しました

「職業講話」は進路実現のため貴重な時間に心身の発育について理解を深めた「性の講話」

いざという時のための「普通救命講習」

　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５
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多くの区民が若組を見守るなか花火の合図で一斉にスタート

「えい！えい！おー！」区内に響く若組の声

土足のまま家々を駆け抜けます 伝統を感じる提灯と区内を幻想的な雰囲気に包み込む光

御仮屋で身を清め、いざ出発

若組は午後６時 30 分から午後 11 時ごろまで家々を走り抜けました 祭りを盛り上げる太鼓と篠笛の音色

㊧若組のあまりの迫
力に少しびっくりし
ちゃったかな
㊦獅子頭に頭を噛ん
でもらい健康で丈夫
な体に

若組が来るのを待ちわびた皆さんは

大きな拍手で迎えます

「これがかみさまがとおったあと？」
若組が駆け抜けた跡は「神様が通った跡」と言
われ、翌朝まで掃除されることはありません。
赤ちゃんもその足跡が気になるようです

伊香おすわさま

神様と化した若組が

区内の家々を駆け抜ける―

奇
祭

　

７
月
13
日
（
土
）
に
、
１
０
０
年

以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ

る
伊
香
地
区
「
お
す
わ
（
諏
訪
）
さ

ま
の
お
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
病
難
除
け
の
縁
起

行
事
で
、
毎
年
土
用
丑
の
日
前
後
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
な
ど
を
含
む
地
元
の
若
組

約
30
人
が
、
夕
方
に
伊
香
分
館
に
集

合
。
ご
神
体
が
奉
ら
れ
て
い
る
御
仮

屋
の
前
で
身
を
清
め
た
後
、「
わ
っ

し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
の
か
け

声
で
一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。
地

域
の
方
や
、
子
ど
も
た
ち
が
山
車
を

引
き
、
太
鼓
や
篠
笛
の
音
色
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
、
若
組
は
区
内
の
安
全

を
願
い
な
が
ら
伊
香
地
区
の
家
々
を

土
足
の
ま
ま
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
神

様
と
化
し
た
若
組
ら
は
、
約
１
２
０

戸
の
家
を
、
午
後
11
時
ご
ろ
ま
で
か

け
て
走
り
続
け
ま
し
た
。
全
国
的
に

も
珍
し
い
こ
の
奇
祭
。
地
元
若
組
は

伝
統
を
守
り
、
後
世
へ
と
受
け
継
ぐ

た
め
、こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
ま
す
。

病
難
除
け
の
縁
起
行
事

土
足
の
ま
ま
家
を
駆
け
抜
け
る

「わっしょい！わっしょい！」
区内の安全を願うかけ声が響き渡る夏の一夜



　７月６日（土）に探検隊 31 人、体験活動ボランティア高校生 25 人
が参加し、「はなわ探検隊」第３回活動「ピザとバームクーヘンを作ろ
う！」を、ふるさとカフェ矢塚分校（片貝）で実施しました。午前中は、
隊員やボランティア高校生でペアを組み、生地をこね、思い思いにトッ
ピングしたピザを、那倉区の小峰保広さん、小峰宗次さんの協力のもと、
石窯で焼いて食べました。午後は、アルミホイルを巻いた竹に生地を塗っ
て、炭火で焼き目をつける工程を隊員が交代しながら繰り返してバーム
クーヘンを作りました。自分たちで作ったできたてのピザとバームクー
ヘンの味は格別で、隊員たちはとても満足していました。

ピザ・バームクーヘン作りに挑戦！

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

克己氏作｢陽はまた昇る-久之浜漁港No．1-｣ 史子氏作｢鯛焼き｣

森
雄
氏
作

｢

那
倉
渓
谷
の
滝｣

はなわ探検隊 第３回活動

高校生と一緒にピザ生地をのばす隊員 焼きたてのバームクーヘン｢おいしそー！｣

ピザを頬張り大満足♪

からまつ峠で集合写真。みんなで「わーっ！」

『
第
２
回
本
多
克
己
家
族
絵
画
展
』

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
で
は
、
８
月

18
日
（
日
）
ま
で
『
第
２
回
本
多
克
己

家
族
絵
画
展
』
と
題
し
、
本
多
克
己
さ

ん
（
板
庭
）
の
油
彩
画
展
と
父
・
森
雄

さ
ん
と
母
・
史
子
さ
ん
の
絵
画
展
、
伯
父
・

伯
母
の
湯
澤
夫
妻
の
作
品
展
を
同
時
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

１
階
展
示
室
で
は
、
昨
年
の
企
画
展

の
大
好
評
を
受
け
、
制
作
ペ
ー
ス
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
た
克
己
さ
ん
の
色
鮮
や
か

な
風
景
画
・
静
物
画
の
新
作
を
21
点
展

示
中
で
す
。
ま
た
、１
階
多
目
的
室
で
は
、

色
紙
画
な
ら
で
は
の
色
の
に
じ
み
を
生
か

し
た
森
雄
さ
ん
の
風
景
画
・
静
物
画
と
、

塙
町
絵
手
紙
愛
好
会
に
所
属
し
、
季
節

の
花
々
や
野
菜
な
ど
の
絵
手
紙
作
品
を
、

味
わ
い
深
い
タ
ッ
チ
で
描
き
続
け
て
い
る

史
子
さ
ん
の
絵
手
紙
を
多
数
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伯
父
・
湯
澤
陽
一
さ
ん
の
「
浜

通
り
の
桜
」
の
写
真
と
、
伯
母
・
幸
代

さ
ん
の
押
し
花
ア
ー
ト
の
作
品
も
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
夏
休
み
に
、
ご
家

族
皆
さ
ん
で
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■『本多克己家族絵画展』　8 月 18 日 ( 日 ) まで開催
　１階展示室　　本多克己氏　風景画・静物画（油彩 21 点）　
　１階多目的室　本多森雄氏　色紙画（25 点）・絵手紙（45 点）
　　　　　　　　本多史子氏　絵手紙（79 点）
　　　　　　　　湯澤陽一氏　写真「浜通りの桜」6 点
　　　　　　　　湯澤幸代氏　押し花アート 8 点　
■ 2 階常設展（今年度から無料開放）
　　　　　　　　鈴木清水氏　書（8 点・うち 1 点は李白漢詩 6 枚組）
　　　　　　　　杉　三郎氏　人物画・静物画（油彩 15 点）　　
　　　　　　　　富永一朗氏　漫画原画（9 点・うち 1 点は 2 枚組）
■休 館 日　月 ( 祝日の場合水曜日 )・火曜日
■開館時間　午前 10 時から午後 4 時
■問合わせ　生涯学習課 ☎ 43―2644 　美術館 ☎ 42―2510

《あぶくま⾼原美術館 作品展》 今年度から全館無料

～塙町生涯学習だより～　７月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

はなわスポーツクラブ

広報 122019－8広報13 2019－8

８月号

スポーツクラブでは、随時、会員
を募集しています。一緒にさわや
かな汗を流しませんか。詳しくは
下記までご連絡ください。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

日　時：８月 10 日（土）※雨天の場合は翌日
　　　　（開会式：午前７時 40 分・塙町営野球場）
会　場：塙町営野球場、塙町営運動場、塙中学校グラウンド
　塙中学校をはじめ、県南地域と大子町の中学校野球部全 11 チームが
出場します。３年生が引退し、新体制となったフレッシュな顔ぶれを、
ぜひ応援してください。

　６月 27 日（木）、塙町営体育館アリーナで 12 人が参加し、はな
スポ杯第 19 回バドミントン大会を開催しました。
　また、６月 30 日（日）には、塙町３チーム、棚倉町５チーム、
鮫川村１チーム、浅川町１チーム、須賀川市４チームの合計 14 チー
ムが参加し、はなスポ杯第 21 回インディアカ大会を開催しました。

　はなわスポーツクラブでは、毎週
水曜日にインディアカ教室を、毎週
木曜日に、バドミントン教室（一般
向け）を、それぞれ午後７時から開
催しています。興味のある方は、は
なわスポーツクラブまでお問い合わ
せください。
○インディアカ教室 毎週水曜日
○バドミントン教室 毎週木曜日
　場　所：塙町営体育館アリーナ
　時　間：午後７時から

第11回 塙流灯花火大会旗争奪少年野球大会開催！

はなスポ杯 第19回バドミントン大会
　　　　　 第21回インディアカ大会 開催しました 一緒に始めませんか

           参加者募集中！

8月のなかよしルーム参加者募集中♪
　８月は「こども祭り」です。かき氷や水ヨーヨーなどの屋台ごっこを、
みんなで楽しみましょう♪夏休みなので、お兄さんやお姉さんになった
みなさんも大歓迎です！ 申込みをお待ちしています！
日　　時：８月 23 日 ( 金 ) 午前 10 時～正午
場　　所：塙町公民館２階和室
費　　用：１家族３００円
持 ち 物：おやつ・飲み物
問合わせ：生涯学習課 ☎４３―２６４４ 
申込期限：８月 21 日 ( 水 )

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
金
澤
弘
子
先
生
を
お

迎
え
し
て
開
催
し
た
「
子
育
て
講
話
―
子

育
て
を
楽
し
も
う
。
母
親
を
楽
し
も
う
―
」

に
は
、
４
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
子
ど
も
た
ち

を
遊
ば
せ
て
い
る
間
、
子
ど
も
が
心
か
ら

安
心
し
て
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
学
ん
だ
保
護
者
は
「
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。」「
他
の
お
母
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
聞
い
て
欲
し
い
内
容
だ
っ
た
」
と
、
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

７
月
の
な
か
よ
し
ル
ー
ム

　

『
子
育
て
講
話
』
大
好
評
！

～♬～♩～♭～♫～♪～♮～♬～♩～♭～♫～♪～♮～♬～♩～♭～♬～♩～♭
　なかよしルームは、0 歳から幼稚園入園前のお子さんとその保護
者を対象にした子育て講座です。子育て中の皆さんで交流し、情報
交換やお友だちの輪を広げる場としてご活用ください。お母さんだ
けでなく、お父さんやおじいちゃん、おばあちゃんの参加も大歓迎
です！
　今後も遠足やおやつ作り、パーティーなどを企画しており、公民
館や図書館の窓口などでは年間予定表を配布しています。詳しくは、
生涯学習課(☎４３―２６４４)までお気軽にお問い合わせください。
～♬～♩～♭～♫～♪～♮～♬～♩～♭～♫～♪～♮～♬～♩～♭～♬～♩～♭



く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
、

心
配
ご
と
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
は
、
塙
町
心
配
ご
と

相
談
員
や
弁
護
士
（
月
１
回
）
が

応
じ
ま
す
。

■
日
　

時
（
８
月
）

　

５
日
（
月
）・
19
日
（
月
）
・

　

26
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※
弁
護
士
相
談
は
19
日
（
月
）
の

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
８
月
29

日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
虐
待
な
ど
子

ど
も
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
間
・
時
間

　

８
月
29
日
（
木
）
か
ら

　

９
月
４
日
（
水
）
ま
で
の
７
日
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
７
時
ま
で

※
８
月
31
日
（
土
）
と
９
月
１
日

　

（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

　

５
時
ま
で

■
相
談
電
話
番
号

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

次
の
日
程
で
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
所

得
状
況
を
受
け
付
け
、
受
給
資
格

に
つ
い
て
確
認
・
審
査
し
ま
す
。

手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
以
後
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
対
象

者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時

　

８
月
14
日
（
水
）
・
15
日
（
木
）

　

・
16
日
（
金
）
・
19
日
（
月
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を

　

除
く
）

■
受
付
場
所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

　

１
階
小
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

福
祉
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

県
の
税
金
で
す
。
８
月
９
日
付
け

で
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
で
納

期
限
ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
ま
で

に
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
納
期
限

・
第
１
期
　

９
月
２
日
（
月
）

・
第
２
期
　

12
月
２
日
（
月
）

※
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
に

　

は
、
第
１
期
に
一
括
で
納
め
る

　

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
１
７

　

お
子
さ
ん
の
婚
活
を
応
援
し
た

い
方
、「
世
話
や
き
人
」
と
し
て

活
動
し
て
い
る
、
ま
た
は
興
味
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
親
世
代
向
け

の
結
婚
支
援
を
開
催
し
ま
す
。「
世

話
や
き
人
」
が
教
え
る
結
婚
を
望

む
独
身
者
と
の
向
き
合
い
方
な
ど

を
お
教
え
し
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
す
。

■
日
　

時
　

　

８
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

■
場
　

所
　

　

棚
倉
町
立
図
書
館

■
募
集
人
数
・
締
め
切
り

　

先
着
30
人
（
予
約
優
先
）

　

８
月
21
日
（
水
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

白
河
市
生
活
防
災
課

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）１
１
１
１

　

福
島
県
が
運
営
す
る
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
で
結
婚
の
お
相
手
を

紹
介
す
る
「
は
ぴ
福
な
び
」
の
出

張
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

登
録
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時
　

　

８
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所
　

　

棚
倉
町
立
図
書
館

■
登
録
料
　

１
万
円

　
　
　
　
　

（
２
年
間
有
効
）

■
持
参
物

　

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
（
５
４
４
）
０
０
７
０

■
日
　

時

　

８
月
14
日
（
水
）

　

午
後
３
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

■
場
　

所

　

浅
川
口
交
差
点
か
ら

　

宗
田
薬
店
　

前

■
問
い
合
わ
せ

　

棚
倉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
（
３
３
）
３
１
６
１

　

病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
に
つ
い

て
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か

を
認
定
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
19
日
（
月
）
か
ら

　

９
月
６
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
科
目

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

　

英
語

■
試
験
実
施
期
日

　

10
月
24
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
７
９
９

〈
体
験
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
〉

　

学
校
の
教
員
や
教
員
を
目
指
す

学
生
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
子
ど
も
会
な
ど
、
青
少
年
教

育
指
導
者
を
対
象
に
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
践
を
と
お
し
て
、
体
験

活
動
に
関
す
る
考
え
方
や
技
術
の

修
得
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
　

時

　

８
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

24
日
（
土
）

　

午
後
３
時

　

※
１
泊
２
日

■
場
　

所

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

■
定
　

員

　

30
人
程
度
（
18
歳
以
上
）

■
参
加
費
　

２
５
０
０
円

■
申
込
期
限

　

８
月
13
日
（
月
）
ま
で

〈
自
然
体
験
活
動
指
導
者
養
成（
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｌ
）
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

研
修
〉

　

18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
全

国
体
験
活
動
指
導
者
認
定
制
度

「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
リ
ー
ダ
ー
」
の
資
格

を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
日

程
を
修
了
す
る
こ
と
で
、
自
然
の

家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
活

動
で
き
ま
す
。

■
開
催
日

　

９
月
14
日（
土
）か
ら
16
日（
月
）

　

※
２
泊
３
日

■
参
加
費
　

４
３
２
０
円

■
申
込
期
限

　

９
月
１
日
（
日
）
ま
で

〈
第
２
回
な
す
か
し
の
森 

フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
〉

　

幼
児
ま
た
は
小
・
中
学
生
の
子

ど
も
を
含
む
家
族
を
対
象
に
、
体

験
活
動
を
と
お
し
て
親
子
の
絆
を

深
め
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
伴
い
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・

啓
発
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

９
月
28
日（
土
）か
ら
29
日（
日
）

　

※
１
泊
２
日

■
場
　

所

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

■
テ
ー
マ

　

キ
ャ
ン
プ
×
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
！

■
募
集
人
数

　

20
家
族
80
人
程
度

■
参
加
費
　

・
中
学
生
以
上
　

２
４
０
０
円

・
小
学
生
　
　
　

２
２
０
０
円

・
未
就
学
児
　
　

２
０
０
０
円

・
３
歳
未
満
　
　

１
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　

８
月
31
日
（
土
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

（
全
事
業
共
通
）

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
４
８（
３
６
）２
３
３
１

相　談
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

福
島
地
方
法
務
局

おくやみ申し上げます

６月16日から７月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

田代　吉男さ 
ん  88歳 台 宿

石井　敏子さ 
ん  86歳 湯 岐

菊池　とみさ 
ん  82歳 片 貝

戸井田米吉さ 
ん  87歳 台 宿

金澤　俊雄さ 
ん  89歳 植 田

我妻　　栄さ 
ん  64歳 本 町

金澤　ウタさ 
ん  87歳 台 宿

近藤　淳市さ 
ん  88歳 常世北野

鈴木　レイさ 
ん  99歳 山 形

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際
　に窓口に申し出てください。

（町内 35 カ所）
片貝分館

7/11 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

7/11 0.06 7/11 0.06 7/11 0.07

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

7/11 0.07 7/11 0.08 7/11 0.07

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

7/11 0.07 7/11 0.07 7/11 0.07

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

7/11 0.08 7/11 0.09 7/11 0.08

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

7/11 0.09 7/11 0.08 7/11 0.09

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

7/11 0.08 7/11 0.08 7/11 0.07

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

7/11 0.09 7/11 0.07 7/11 0.10

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

7/11 0.06 7/11 0.09 7/11 0.08

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

7/11 0.08 7/11 0.09 7/11 0.09

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

7/11 0.08 7/11 0.08 7/11 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　 / 時間

地上１㍍で測定

7/11 0.08 7/11 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

7/11 0.07 7/11 0.07

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

「
は
ぴ
福
な
び
」
出
張
登
録
会

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

お知らせ
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
を
お
忘
れ
な
く

健
康
福
祉
課

親
世
代
向
け
の
結
婚
支
援

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実
行
委
員
会

棚
倉
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

棚
倉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

個
人
事
業
税
は
納
期
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い

県
南
地
方
振
興
局

募　集

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

福
島
県
教
育
委
員
会
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Town Topics

　７月１８日（木）　とうほう・みんなの文化セン
ター（福島市）で行われた「日本赤十字社福島県支
部創立１３０周年記念・福島県赤十字大会」の席上
で、塙町赤十字奉仕団のうち１人が金色有功章、４
人が銀色有功章を受賞し、宮田町長に受賞を報告し
ました。長年にわたり社資・業務功労があった個人
や団体を表彰し、功績を称えるもので、金色有功章
は２０年以上、銀色有功章は１５年以上の奉仕活動継
続者が受賞条件となります。なお、受賞者は右記の
とおりです。

長年の貢献活動が評価
―塙町赤十字奉仕団員が金色・銀色有功章受賞―

塙中高生が力を合わせて清掃作業
―第８回ラブステーションプロジェクト―

　７月２日（火）・３日（水）・４日（木）　塙町中
高連携第８回ラブステーションプロジェクトが駅前
で行われました。町の玄関口である駅周辺をきれい
にしようと始まったプロジェクトで、今年で８回目
を迎えました。午後４時から塙中学校、塙工業高校
の生徒らが、棚倉警察署、町総務課、町教育委員会
と連携し、駅周辺の草むしりやゴミ拾いなどを行い
ました。参加した生徒たちは、限られた時間の中で
一生懸命奉仕作業を行い、自分たちの町を自ら清掃
することで、環境美化の意識を高めることができま
した。

　７月１日（月）　第６９回社会を明るくする運動が、
駅前や町内各学校で行われました。この運動は、犯
罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生に理解
を深め、明るい社会を築くことを目的とした運動で、
７月はその強化月間として取り組んだものです。保
護司や人権擁護委員、塙町更生保護女性会の皆さん
をはじめ、関係者約５０人が声をかけながら啓発品
を配り、明るく安心・安全な地域社会の実現のため
に、非行防止などを呼びかけました。

　６月２８日（金）　塙町結婚御祝金贈呈式が塙農村
勤労福祉会館で行われ、宮田秀利町長が浅野拓磨さ
ん・紗帆さん夫妻（上石井）ほか４組に結婚御祝金
を贈呈しました。結婚御祝金贈呈者は、今回の５組
を含め、２１３
組になりま
した。皆さ
ん、いつま
でもお幸せ
に。

犯罪や非行のない地域社会を築く
―第６９回社会を明るくする運動―

いつまでもお幸せに
―５組に塙町結婚御祝金を贈呈―

恒例となったラブステーションプロジェクト。とてもきれいになりました

啓発品を配り、安心・安全な地域社会の実現を呼びかけました ご結婚おめでとうございます。素敵な家庭を築いてください。

濁った水がろ過されていく実験に驚き 木の温もりに触れ、たくさん遊んでください

水って大切なんだね
―笹原小学校で生活環境課が出前講座―

木のおもちゃでたくさん遊んでね
―塙町誕生祝い品（花のつみき）贈呈式―

　７月１６日（火）　笹原小学校での出前講座「塙町
の水道水はどこからくるの」が、同校４年生を対象
に行われました。町生活環境課職員２人が講師とな
り、水の必要性や学校や家庭にどうやって水が届け
られているのかなどを勉強しました。また、塩素に
反応する薬品や、濁った水がろ過されてきれいに
なっていく実験、川上第二水源地の見学などを通し
て、恵まれた自然環境を守ることや普段何気なく
使っている「水」の大切さを学びました。

　６月２８日（金）　ウッドスタートを宣言した町は、
子どもたちの豊かな心を育むため、出生児を対象に
誕生祝い品（花のつみき）を贈呈しています。今年
３月から５月末までに生まれたお子さんへの贈呈式
が塙農村勤労福祉館で行われ、対象６人のうち、贈
呈式に参加した緑川莉似ちゃん（父：恵・母：静香
＝上石井＝）、浅野莉彩ちゃん（父：拓磨・母：紗
帆＝上石井＝）へ、宮田町長から「花のつみき」が
贈呈されました。町では、今後も年４回程度贈呈式
を行い、出生児を対象に「花のつみき」を贈呈して
いきます。

あなたの地区の話題を提供してください。取材に
伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111までご連絡ください。まちの話題

浅野拓磨さん・紗帆さん夫妻　（上石井）
勝田和大さん・公瑠美さん夫妻（本町）
石井勇喜さん・麗さん夫妻　　（上石井）
菊池一裕さん・亜紀さん夫妻　（片貝）
小野智久さん・朋美さん夫妻　（柳町）

■結婚御祝金贈呈者

【⾦⾊有功章受賞者（２０年以上活動）】
・⽊⽥ 圭⼦さん

【銀⾊有功章受賞者（１５年以上活動）】
・本多セツ⼦さん ・下重ケヱ⼦さん ・⼩室 惠⼦さん
・下重 キヨさん 

宮田町長に受賞を報告する塙町赤十字奉仕団の皆さん
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は
な
わ
こ
ど
も
園
建
設
工
事
は
、
来
年

４
月
の
開
園
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
は
、
昨
年
、
皆
さ
ま
か
ら
名

称
を
募
集
し
「
は
な
わ
こ
ど
も
園
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
開
催
さ
れ

た
塙
町
議
会
定
例
会
で
、
こ
ど
も
園
の
設

置
条
例
が
議
決
さ
れ
、
正
式
に
「
塙
町
立

は
な
わ
こ
ど
も
園
（
以
下
「
は
な
わ
こ
ど

も
園
」）」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
は
な
わ
こ
ど
も
園
は
、
保
育
部
と
幼

稚
部
、
子
育
て
支
援
施
設
（
愛
称
　

ぽ
っ

ぽ
）
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
４
月
の
は
な
わ
こ
ど
も
園
開
園
に

よ
り
、
塙
町
の
保
育
・
教
育
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

① 

今
ま
で
保
育
園
で
預
か
っ
て
い
た
３

　

 

歳
児
は
、
幼
稚
園
で
預
か
る
よ
う
に

　

 

な
り
ま
す
。

② 

塙
保
育
園
は
、
は
な
わ
こ
ど
も
園
の

　

 

保
育
部
と
な
り
、
預
か
る
子
ど
も
は

　

 

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
に
な
り
ま

　

 

す
。

③ 

塙
幼
稚
園
は
、
は
な
わ
こ
ど
も
園
の

　

 

幼
稚
部
と
な
り
、
預
か
る
子
ど
も
は

　

 

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
に
な
り
ま
す
。

④ 

笹
原
幼
稚
園
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

　

 

幼
稚
園
と
し
て
残
り
、
３
歳
児
か
ら

　

 

５
歳
児
ま
で
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま

　

 

す
。

　

は
な
わ
こ
ど
も
園
の
敷
地
内
に
保
育
部

と
幼
稚
部
が
で
き
、
連
携
し
た
保
育
・
教

育
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
笹
原
幼

稚
園
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
幼
稚
園
と
し
て

残
る
と
と
も
に
、
３
歳
児
か
ら
預
か
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
幼
児
教
育

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
（
４
３
）
４
０
５
０

‥

塙
町
の
保
育
・
教
育
は

  

令
和
２
年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

建設が進む「はなわこども園」
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私
が
塙
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
の

は
、
長
男
が
２
歳
の
こ
ろ
で
、
私
た
ち

は
ま
だ
３
人
家
族
で
し
た
。
そ
ん
な
私

た
ち
も
、
塙
町
に
来
て
か
ら
11
年
が
経

ち
ま
し
た
。
次
男
が
生
ま
れ
、
長
女
も

生
ま
れ
、
愛
犬
も
増
え
、
今
で
は
５
人

と
１
匹
家
族
に
な
り
ま
し
た
。
長
男
は

中
学
１
年
生
、
次
男
は
小
学
４
年
生
、

長
女
は
小
学
２
年
生
で
す
。
３
人
の
子

ど
も
に
恵
ま
れ
、
忙
し
く
も
、
に
ぎ
や

か
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

反
抗
期
に
差
し
か
か
っ
た
長
男
で
す

が
、
運
動
し
て
発
散
し
て
く
れ
て
い
る

お
か
げ
で
、
お
互
い
に
良
い
関
係
で
穏

や
か
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

虫
が
大
好
き
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
次

男
に
は
、
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
も
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
て
、
楽
し
ん
で
一
緒
に
成
長

し
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

進
ん
で
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
長

女
に
は
、
い
つ
も
助
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
料
理
も
し
て
く
れ
る

の
で
、
忙
し
い
日
に
は
本
当
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
前
作
っ
て
く
れ
た

「
き
ゅ
う
り
と
ワ
カ
メ
の
サ
ラ
ダ
」と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
よ
。あ
り
が
と
う
。

ま
た
よ
ろ
し
く
ね
。

　

３
人
の
子
ど
も
た
ち
も
、
三
人
三
様

の
び
の
び
と
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
11
年
前
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
塙

町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
が
、
み
ん

な
が
温
か
く
接
し
て
く
れ
て
、
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
の
私
が
あ

る
ん
だ
な
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
つ
な
が
り
を
、
最
初
に
作
っ
て
く
れ

た
の
び
の
び
教
室
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル

は
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

み
ん
な
の
温
か
さ
に
感
謝
し
つ
つ
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
と
も

ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
次
回
は
下
重
孝
嘉
さ
ん
（
上
渋
井
）
で
す
】

「
塙　

町
」

齋
さいとう

藤 さや子
こ

さん（大町）

職　　　業：主婦

趣　　　味：散歩・ドライブ・音楽鑑賞

好きな言葉：努力は必ず報われる

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 357-
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■匿名　東京塙会会員（９回目）様

　30 万円（子育て支援のため）

心温まる善意に感謝（７月分）

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　 所

小林　巧
た く ま

真く
　ん 大 樹 ・ 純 子 ６/13 上 渋 井

益子　陽
ひ な

菜
ち
ゃ
　ん 健 一 ・さとみ ６/28 那 倉

穴澤　蓮
り お と

斗
ち
く
　ん 利 明 ・ 恵 子 ７/３ 桜 木 町

鈴木　遡
さくと

人く
　ん 裕 也 ・ 彩 ７/４ 桜 木 町

こんにちは赤ちゃん
６月１6日から７月１５日までの届け出

Saito Sayako

こ
ど
も
園
は
保
育
部
と
幼
稚
部
、

子
育
て
支
援
施
設
で
構
成

令
和
２
年
４
月
か
ら

４
つ
の
こ
と
が
変
わ
り
ま
す



▼
今
月
号
は
、
愛
宕
神
社
例

大
祭
や
伊
香
お
す
わ
さ
ま
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
３
年
に
一
度

の
愛
宕
神
社
例
大
祭
。
雨
に

加
え
、
７
月
と
は
思
え
な
い

寒
さ
で
し
た
。
懸
命
に
御
神

輿
を
担
ぐ
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

伊
香
お
す
わ
さ
ま
は
、
相
変

わ
ら
ず
の
迫
力
で
、
奇
祭
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
お
祭
り
で
し

た
。
毎
年
テ
レ
ビ
局
が
取
材
に

訪
れ
て
い
て
、
お
祭
り
を
見
た

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
驚
く
表
情
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
▼

８
月
15
日
（
木
）
は
第
90
回

塙
流
灯
花
火
大
会
で
す
。
塙

小
学
校
、
笹
原
小
学
校
６
年

生
が
作
っ
た
「
木
の
灯
篭
」
も

復
活
し
ま
す
。
夏
の
思
い
出

づ
く
り
に
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　

（
松
）

　

編

集

後

記
　

　

今
年
で
第
５
回
目
と
な
っ
た

「
は
な
わ
の
つ
つ
じ
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
会
が
、
７
月
１

日
（
月
）
に
塙
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品

は
、
町
内
外
か
ら
29
人
、
合
計
91

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
田

秀
利
塙
町
観
光
協
会
会
長（
町
長
）

を
は
じ
め
、
６
人
の
審
査
員
が
厳

正
な
審
査
を
し
た
結
果
、
上
記
の

作
品
を
含
む
全
10
点
が
各
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

◆
塙
町
観
光
協
会
会
長
賞

 
﹁
咲
き
誇
る
つ
つ
じ
﹂
鈴
⽊
浩
⼆
さ
ん︵
須
賀
川
市
︶

第
５
回
は
な
わ
の
つ
つ
じ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

鈴
木
浩
二
さ
ん
（
須
賀
川
市
）
が

塙
町
観
光
協
会
会
長
賞
受
賞

◆審査員特別賞「つつじのアーチ」
⼩野瀬清三さん（⽇⽴市）

◆福島民友新聞社賞「⼭つつじ曼陀羅」
鈴⽊紀秀さん（棚倉町）

◆福島民報社賞「遠き街並み」
岡本恵美⼦さん（⽩河市）

■
県
内
外
か
ら
91
点
の
応
募

掲載作品以外の受賞者は以下のとおり
◆白　報　社　賞 ⼩林正義さん（⽯川町）
◆夕刊はなわ社賞 薄井光雄さん（⽩河市）
◆塙タイムス社賞 鈴⽊秀⼀さん（⽩河市）
◆入　　　　　選 ⽥中 剛さん（伊達市）
◆入　　　　　選 ⼤平英広さん（⽩河市）
◆入　　　　　選 ⼩林ケイ⼦さん（塙町）
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　町　　県　　民　　税　２期
　国 民 健 康 保 険 税　２期
　後期高齢者医療保険料　１期
　介　護　保　険　料　２期
　納　期　限　９月２日（月）
◆口座振替日は８月26日（月）です。

８月４日（日）あらまちクリニック
☎３３― ８０１８ ８月25日（日）大 木 医 院

☎３３―２４２４

８月11日（日）つちやクリニック
☎４３―２２５０ ９月１日（日）深 谷 クリニック

☎３３―３２２３

８月12日（月）東 舘 診 療 所
☎４６― ２３１２ ９月８日（日）車 田 病 院

☎４３―１０１９

８月18日（日）和 田 医 院
☎３３― ２０１２ ９月15日（日）おおひら整形外科クリニック

☎３３―９４６８

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,275人（－ 10）　　　世帯数 3,265世帯（－ 1）
　女性 4,364人（－ 13）　　　　　　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の人口、
　　世帯数を掲載しています。

●休日の当番医
●今月の納税など

●町の人口　８，６３９人（７月１日現在）

広報はなわをスマートフォンへ配信中
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